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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
累計期間

第51期

会計期間

自 平成26年
４月１日

至 平成26年
12月31日

自 平成27年
４月１日

至 平成27年
12月31日

自 平成26年
４月１日

至 平成27年
３月31日

売上高 （千円） 18,192,770 18,508,490 25,213,619

経常利益 （千円） 909,606 2,057,430 1,978,690

親会社株主に帰属する四半期（当期）純損益 （千円） 598,531 1,375,789 1,227,872

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 803,978 1,424,579 1,651,998

純資産額 （千円） 7,708,412 9,776,616 8,556,356

総資産額 （千円） 21,724,964 21,288,775 20,813,548

１株当たり四半期（当期）純損益金額 （円） 81.21 186.89 166.60

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 35.5 45.9 41.1

 

回次
第51期

第３四半期連結
会計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自 平成26年
10月１日

至 平成26年
12月31日

自 平成27年
10月１日

至 平成27年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 46.94 80.96

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等を含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４. 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損益」としております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）経営成績に関する分析

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、中国をはじめとするアジア新興国等の景気下振れ懸念があ

るものの、政府主導の経済政策や日本銀行の金融緩和策継続による為替水準の円安定着、それに伴う訪日観光客

の増加や原油価格の低下などにより企業収益や雇用情勢に改善が見られ、総じて緩やかな回復基調で推移してお

ります。

 当社グループが関連する建設業界におきましても、公共投資の堅調な推移に加え、東京オリンピックの開催、

リニア中央新幹線の着工など追い風を受ける反面、建設労働者不足による労務単価の上昇、着工遅れや建設投資

額の減少予測など、リスク要因にも配慮が必要な状況にあります。

 このような状況の下、当社グループの当第３四半期の連結業績につきましては、売上高は185億８百万円（前

年同四半期比1.7％増）となりました。収益面につきましては、主として原価圧縮に努めたことにより、経常利

益20億57百万円（前年同四半期比126.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益13億75百万円（前年同四半

期比129.9％増）となりました。

 セグメント別の売上高は以下のとおりであります。

［ファスナー事業］

　「あと施工アンカー」をはじめとする建設資材の販売は減少したものの、耐震関連工事の売上増加により、売

上高は61億93百万円（前年同四半期比14.1％増）となりました。

［土木資材事業］

　主力商品である「ロックボルト」や補助工法に係る土木資材の販売が堅調に推移し、売上高は64億78百万円

（前年同四半期比20.1％増）となりました。

［建設事業］

　前年同四半期に比べ新規受注額が減少したことなどにより、売上高は58億36百万円（前年同四半期比20.8％

減）となりました。

①営業利益、経常利益の状況

　販売費及び一般管理費につきましては、34億３百万円（前年同四半期比7.6％増）となり、売上高の増加及び

原価圧縮に伴う売上総利益の増加により、営業利益20億61百万円（前年同四半期比128.7％増）となりました。

また、営業外損益につきましては支払手数料の増加などにより、経常利益20億57百万円（前年同四半期比

126.2％増）となりました。

　②親会社株主に帰属する四半期純利益の状況

　法人税等調整額を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益13億75百万円（前年同四半期比129.9％

増）となりました。

(2）財政状態に関する分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ４億75百万円増加し、212億88百万

円（前年同四半期比2.0％減）となりました。これは主として未成工事支出金の増加によるものであります。

　また、負債につきましては、主として未払法人税等の減少により、前連結会計年度末に比べ７億45百万円減少

し、115億12百万円（前年同四半期比17.9％減）となりました。

　なお、純資産につきましては、利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ12億20百万円増加し、97億

76百万円（前年同四半期比26.8％増）となり、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ4.8ポイント増加となり

ました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、49百万円（前年同四半期比11.2％

減）であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,970,000

計 18,970,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月５日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,378,050 同左
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数100株

計 7,378,050 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 7,378,050 － 565,295 － 376,857

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     18,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,359,600 73,596 －

単元未満株式 普通株式        250 － －

発行済株式総数 7,378,050 － －

総株主の議決権 － 73,596 －

（注）上記「単元未満株式数」には、当社保有の自己株式72株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ケー・エフ・

シー

大阪市北区西天満３－２

－17
18,200 － 18,200 0.25

計 － 18,200 － 18,200 0.25

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は、18,272株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,837,593 2,153,287

受取手形及び完成工事未収入金等 8,042,361 ※２ 8,186,268

有価証券 － 100,017

未成工事支出金 212,011 1,093,433

商品 1,178,876 1,359,538

繰延税金資産 116,229 38,358

その他 626,006 ※１ 644,263

貸倒引当金 △1,900 △1,919

流動資産合計 13,011,177 13,573,247

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,320,700 1,284,231

機械装置及び運搬具（純額） 106,715 156,167

工具、器具及び備品（純額） 29,022 26,450

土地 4,163,913 4,163,913

リース資産（純額） 132,822 93,937

建設仮勘定 3,527 －

有形固定資産合計 5,756,701 5,724,700

無形固定資産   

その他 59,426 45,941

無形固定資産合計 59,426 45,941

投資その他の資産   

投資有価証券 1,545,253 1,589,923

退職給付に係る資産 126,222 159,417

その他 312,751 197,153

貸倒引当金 △15,687 △15,563

投資その他の資産合計 1,968,540 1,930,931

固定資産合計 7,784,667 7,701,573

繰延資産   

社債発行費 17,703 13,954

繰延資産合計 17,703 13,954

資産合計 20,813,548 21,288,775
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び工事未払金等 6,847,917 ※２ 6,729,686

短期借入金 400,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 923,000 904,600

1年内償還予定の社債 438,500 451,500

未払法人税等 638,928 310,660

未成工事受入金及び前受金 63,867 263,041

賞与引当金 122,213 30,979

その他 756,748 577,567

流動負債合計 10,191,175 9,768,036

固定負債   

社債 527,750 478,000

長期借入金 1,154,000 877,000

繰延税金負債 280,533 317,767

その他 103,733 71,355

固定負債合計 2,066,017 1,744,122

負債合計 12,257,192 11,512,159

純資産の部   

株主資本   

資本金 565,295 565,295

資本剰余金 376,857 376,857

利益剰余金 7,053,767 8,245,307

自己株式 △4,954 △25,024

株主資本合計 7,990,965 9,162,435

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 501,975 559,015

退職給付に係る調整累計額 63,415 55,165

その他の包括利益累計額合計 565,390 614,180

純資産合計 8,556,356 9,776,616

負債純資産合計 20,813,548 21,288,775
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高   

商品売上高 7,777,016 8,716,613

完成工事高 10,415,754 9,791,876

売上高合計 18,192,770 18,508,490

売上原価   

商品売上原価 5,814,372 6,293,263

完成工事原価 8,313,528 6,750,014

売上原価合計 14,127,900 13,043,277

売上総利益   

商品売上総利益 1,962,644 2,423,350

完成工事総利益 2,102,225 3,041,862

売上総利益合計 4,064,869 5,465,212

販売費及び一般管理費   

販売費及び一般管理費合計 3,163,602 3,403,917

営業利益 901,266 2,061,295

営業外収益   

受取利息 1,065 717

受取配当金 23,203 30,010

仕入割引 1,505 1,123

受取家賃 26,481 15,824

技術提供収入 3,957 6,147

その他 15,227 14,644

営業外収益合計 71,441 68,468

営業外費用   

支払利息 37,374 25,783

支払手数料 9,709 28,888

その他 16,018 17,661

営業外費用合計 63,101 72,333

経常利益 909,606 2,057,430

特別利益   

投資有価証券売却益 － 23,749

特別利益合計 － 23,749

特別損失   

固定資産除却損 3,475 132

特別損失合計 3,475 132

税金等調整前四半期純利益 906,130 2,081,047

法人税、住民税及び事業税 275,750 613,291

法人税等調整額 31,848 91,966

法人税等合計 307,598 705,257

四半期純利益 598,531 1,375,789

親会社株主に帰属する四半期純利益 598,531 1,375,789
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 598,531 1,375,789

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 199,712 57,039

退職給付に係る調整額 5,734 △8,249

その他の包括利益合計 205,447 48,790

四半期包括利益 803,978 1,424,579

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 803,978 1,424,579

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　債権流動化

　手形債権及び電子記録債権の一部を譲渡し債権の流動化を行っております。なお、流動化に伴い、信用補

完の目的により支払留保されている金額は、流動資産の「その他」に含めて表示しております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形の債権流動化による譲渡高 872,164千円 385,309千円

電子記録債権の債権流動化による譲渡高 31,194 455,824

受取手形の流動化に伴う支払留保高 － 13,970

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 170,593千円

支払手形 － 147,452

 

３　偶発債務

社債の債務履行引受契約に係る偶発債務

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成27年12月31日）

㈱ケー・エフ・シー第34回無担保社債 250,000千円 200,000千円

㈱ケー・エフ・シー第35回無担保社債 125,000 100,000

㈱ケー・エフ・シー第38回無担保社債 160,000 140,000

㈱ケー・エフ・シー第39回無担保社債 416,500 333,000

㈱ケー・エフ・シー第41回無担保社債 131,250 112,500

合計 1,082,750 885,500
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（四半期連結損益計算書関係）

　建設業界の受注形態の特性上、季節的変動があり、とりわけ公共事業関連の工事については予算の執行上、年度

末に向けて完工物件が多くなる傾向があるため、当社グループの業績についても、下期偏重となる傾向にありま

す。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 150,450千円 160,103千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 81,070 11  平成26年３月31日  平成26年６月23日 利益剰余金

 
２．株主資本の金額の著しい変動

　　 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 184,249 25  平成27年３月31日  平成27年６月22日 利益剰余金

 
２．株主資本の金額の著しい変動

　　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 ファスナー 土木資材 建設 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,427,430 5,392,616 7,372,723 18,192,770 18,192,770

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 5,427,430 5,392,616 7,372,723 18,192,770 18,192,770

セグメント利益 612,163 153,817 143,625 909,606 909,606

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
合計

 ファスナー 土木資材 建設 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,193,591 6,478,806 5,836,091 18,508,490 18,508,490

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 6,193,591 6,478,806 5,836,091 18,508,490 18,508,490

セグメント利益 1,093,101 438,547 525,781 2,057,430 2,057,430

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純損益金額 81円21銭 186円89銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損益金額（千円） 598,531 1,375,789

普通株主に帰属しない金額（千円） －  

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損益

金額（千円）
598,531 1,375,789

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,370 7,361

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月３日

株式会社ケー・エフ・シー

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 高木　　勇　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮内　　威　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ケー・

エフ・シーの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日

から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケー・エフ・シー及び連結子会社の平成27年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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